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第 20回 IATふるさとCM大賞で、滝沢市の作品
「循環で守る滝沢市」が見事　　 に輝きました。
滝沢の初夏の風物詩「チャグチャグ馬コ」。近年は行進馬が減少し、行事そのものの保全が課題となっています。
そうした中、市の特産品である滝沢スイカに注目。チャグチャグ馬コ行進馬の馬フン堆肥で育てたスイカを「チャ
グチャグスイカ」と銘打ち、その売り上げの一部を行進馬のエサ代に還元し「循環」させるという市内の取
り組みに焦点を当てたCMを制作しました。
制作に当たっては、昨年 6月に募集し集まった 4人の学生に加え、㈲哲学堂の渡

わたなべ
辺炎

か い
如さんと市職員で制作チー

ムを結成し、立場の異なるメンバーがそれぞれの強みや知見を生かし作り上げました。
今回は、そのCM制作の過程を中心に振り返ります。

大賞
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CMを見た人が、チャグチャグ馬コを「見に行きたい」、チャグチャグスイカを「買いたい」
「買うことで馬コを応援したい」、そんな行動につながるCMになりました。
私たちの工夫がたくさん詰まったCMをぜひご覧ください。　　　
作品は、IATで年間 365 回放送される他、県外のテレビ朝日系列のテレビ局でも放送されます。
今年のチャグチャグスイカについては、裏表紙（20ページ）を確認してください。

STEPSTEP 企画検討 　初めに、CM制作の意義や心構えについて渡辺さんからレク
チャー。重要なのは、CMを見た人の「行動喚起」につながる、メッ
セージ性のある内容にできるかどうかです。メンバーみんなで
数カ月にわたり検討を重ね、市の代表的な行
事である「チャグチャグ馬コ」、そして「チャ
グチャグスイカ」に着目したCMとすること
に決定しました。15秒という限られた時間
の中に市の魅力をどう詰め込むか、とても苦
労しました。
◆検討事項
　制作スケジュール、CMのコンセプト、絵
コンテ、ナレーション案、撮影手法など

STEPSTEP 小道具制作

　CMのセットで使う小道具は、ひとつひ
とつ丁寧に手作りしました。馬コは、装飾
した手袋で表現することにしました。

STEPSTEP ナレーション録音

▶マイクに向かって
真剣にセリフを読み
上げる子どもたち

　渡辺さんのお子さんと、そ
のお友達の協力により、ナ
レーションを録音しました。
みんなの元気で楽しそうな声
が、CMを明るい雰囲気にし
てくれます。

STEPSTEP ペイント、セット組み

　「馬フン」や「チャグチャグスイカ」は、手をペ
イントして表現しました。クラフトした小道具を並
べてセットを整えます。

STEPSTEP 撮影

▲撮影の様子

　スマホを使い、映像をつなぎ合わせない一発撮り
で撮影しました。何度も何度も撮り直し、撮影は３
時間以上に及びました。

▼撮影した動画を
入念にチェック

▼絵コンテ

▼CM作品
　はこちら



令和５年３月号　No.1082 4

たきざわインフォメーション
市政情報やイベントなど生活に役立つ情報をお知らせします

●問い合わせ　企画政策課（☎656－ 6561）

「令和４年度たきざわ幸福実感アンケート報告書」を発行

　

市
で
は
「
幸
せ
を
実
感
で
き
る

滝
沢
市
」
の
実
現
を
目
指
し
「
幸

福
感
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
市
民
の

皆
さ
ん
と
策
定
し
た
「
第
１
次
滝

沢
市
総
合
計
画
」
を
、
平
成
27
年

度
か
ら
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
計
画
の
中
で
は
、
市
民
の

皆
さ
ん
に
と
っ
て
幸
福
感
に
つ
な

が
る
行
動
の
例
を
「
幸
福
実
感
一

覧
表
」
と
し
て
、
ま
た
、
市
行
政

が
幸
福
感
を
育
む
環
境
づ
く
り
に

向
け
て
取
り
組
む
も
の
を
「
暮
ら

し
や
す
さ
一
覧
表
」と
し
て
ま
と
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
指
標
や
目
標
値
を
設

定
し
て
い
ま
す
。

たきざわ幸福実感アンケート
■対象
　市内在住、満18歳以上の男女 3100人
　（一定条件下での無作為抽出）
■調査期間
　令和４年８月19日～９月２日
■回答率
　28．6％（888件） ア

ン
ケ
ー
ト
へ
の
協
力

あ
り
が
と
う
だ
ぽ
ん
！

　

た
き
ざ
わ
幸
福
実
感
ア
ン
ケ
ー

ト
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
普
段
の

生
活
で
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
感
じ
、

考
え
て
い
る
か
を
測
る
た
め
、
平

成
15
年
度
か
ら
毎
年
度
実
施
し
て

い
ま
す
。
継
続
的
に
定
点
観
測
す

る
こ
と
で
、
前
述
の
各
一
覧
表
に

掲
げ
た
指
標
の
進
捗
を
把
握
し
、

地
域
づ
く
り
や
行
政
経
営
に
生
か

し
て
い
く
こ
と
が
目
的
で
す
。

　
今
回
、
令
和
４
年
度
実
施
分
の

結
果
を
ま
と
め
た
「
た
き
ざ
わ
幸

福
実
感
ア
ン
ケ
ー
ト
報
告
書
」
を

発
行
し
ま
し
た
。
こ
の
中
か
ら
、

特
徴
的
な
項
目
を
い
く
つ
か
紹
介

し
ま
す
。

▼
引
き
続
き
回
答
数
は
減
少

　
郵
送
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る

回
答
総
数
は
、
８
８
８
件
（
前
年

度
比
▲
70
件
）
と
減
少
し
ま
し
た

（
図
１
）。
標
本
数
に
対
す
る
回
答

率
は
、28・６
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
回
答
率
は
、
特
定
の
年
代
だ
け

で
は
な
く
全
年
代
で
減
少
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実

施
時
期
や
設
問
数
な
ど
、
抜
本
的

に
検
討
し
な
お
す
こ
と
が
必
要
な

時
期
に
来
て
い
る
も
の
と
捉
え
て

い
ま
す
。

▼
一
部
の
場
面
で
新
型
コ
ロ
ナ
の

　
影
響
が
弱
ま
り
つ
つ
あ
る
可
能
性

　

こ
れ
ま
で
に
比
べ
、
地
域
行
事

へ
の
参
加
や
趣
味
・
特
技
を
披
露

す
る
場
、
地
域
の
役
に
立
つ
機
会

と
い
っ
た
項
目
の
減
少
幅
が
小
さ

く
な
り
、
ま
た
一
部
の
項
目
で
は

増
加
に
反
転
す
る
ケ
ー
ス
も
見
ら

れ
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
る
地
域
行
事
の
自
粛

で
希
薄
化
し
て
し
ま
っ
た
、
地
域

活
動
を
ベ
ー
ス
と
し
た
人
と
の
つ

な
が
り
に
つ
い
て
、
様
々
な
イ
ベ

ン
ト
な
ど
が
開
催
さ
れ
始
め
た
こ

と
で
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
・
ウ
ィ
ズ

コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
地
域
行
事
や

ਤ１　たきざわ実感Ξンケーτ回の推Ҡ
ਤ２　「あなたは、͜͜１年間で地域׆動に
参加しましたか」に対する回

（ˋ）
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●問い合わせ　企画政策課（☎656－ 6561）

経
済
活
動
と
両
立
し
た
生
活
ス
タ

イ
ル
へ
の
転
換
が
進
ん
で
い
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

▼
貴
重
な
デ
ー
タ
の
集
積

　
「
た
き
ざ
わ
幸
福
実
感
ア
ン
ケ
ー

ト
」
は
、
平
成
15
年
度
か
ら
継
続

し
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
の
協
力
に
よ
り
集
め
ら
れ
て
い

る
こ
の
デ
ー
タ
は
、
皆
さ
ん
の
暮

ら
し
や
考
え
方
の
推
移
を
捉
え
ら

れ
る
貴
重
な
も
の
で
す
。

　

こ
れ
ら
膨
大
な
デ
ー
タ
を
よ
り

効
果
的
な
政
策
展
開
に
つ
な
げ
ら

れ
る
よ
う
、
市
で
は
A
I
を
用
い

た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
分
析
も
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答
が
多
い

ほ
ど
、
デ
ー
タ
の
価
値
も
高
ま
り
、

暮
ら
し
の
実
態
に
沿
っ
た
分
析
が

可
能
に
な
り
ま
す
。
来
年
度
の
ア

ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
も
、
引
き
続

き
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
報
告
書
は
こ
ち
ら

　
「
令
和
４
年
度
た
き
ざ
わ
幸
福

実
感
ア
ン
ケ
ー
ト
報
告
書
」
は
、

市
役
所
３
階
の
企
画
政
策
課
と
東

部
出
張
所
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

市
H
P
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▼
報
告
書
の
地
域
で
の
活
用

　
報
告
書
で
は
、
集
計
結
果
や
経

年
比
較
の
他
、
回
答
者
の
性
別
・

世
代
別
・
職
業
別
・
居
住
地
域
別

な
ど
に
集
計
し
た
結
果
を
載
せ
て

い
ま
す
。

　
市
内
11
地
域
の「
地
域
別
計
画
」

の
進
捗
確
認
な
ど
、
今
後
の
地
域

づ
く
り
に
も
活
用
く
だ
さ
い
。

　͜れまで市では「第２次滝沢市総合計画」について、令和５年度からのスターτを目ࢦし、市総
合計画৹議会での৹議や市政࠙談会などで市民のօさまからの͝意見をଷしながら、策定を進Ί
てまいりました。
年ࡢ　 11 月にࣥ行された市બڍにおいて、ా市がबした͜とに伴い、新市のい・ߟ
えなどを総合計画に盛り込むたΊ、策定を進Ίていた総合計画をݕ࠶౼する͜ととなりました。
　͜のたΊ、令和５年度中に࠶度策定࡞業を進Ί、当ॳ༧定していた第 2 次滝沢市総合計画の開
年度を見し、令和６年度からスターτする͜とにいたしました。また、地域づくりの計画である࢝
地域ผ計画については、ओ体となる地域づくり࠙談会とڞにݕ౼してまいります。
　なお、ݱ在進Ίている第１次滝沢市総合計画は、今年度をもって終了する͜とになります。
　
　令和５年度においては、総合計画によらͣ「令和５年度市政経営にかかる市方」やその他各
分などで策定済みの計画などに基づき、市民ओ体の地域づくりに大きなӨڹが生͡る͜とがない
よう、Ҿき続き安定した市政経営を進Ίてまいります。

　ซͤて、今後も「誰もがを実感できるྗ׆に満ちた地域」に向けて取り組むたΊ、市民の
օさまが分かりやすい計画とする͜とを೦಄に、第２次滝沢市総合計画の策定を進Ίてまいります。
　Ҿき続き、市民のօさまの͝理ղと͝ྗڠをお願いいたします。

ୈ̎࣍ୌࢢ૯合ܭըの։࢝の見しにͭいて

˔問い合わせ　企画政策課（☎６５６－６５６１）
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たきざわインフォメーション
市政情報やイベントなど生活に役立つ情報をお知らせします

ごみの減量化に取り組みましょう
●問い合わせ　環境課（☎656－ 6510）

　
皆
さ
ん
は
、
市
の
ご
み
総
排
出
量
を

知
っ
て
い
ま
す
か
。
令
和
３
年
度
の
ご

み
総
排
出
量
は
約
１
万
７
７
０
１
ト
ン

で
、
令
和
２
年
度
と
比
較
す
る
と
、
約

２
０
８
ト
ン
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　
ご
み
総
排
出
量
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
協
力
に
よ
り
年
々
減
少
し
て
き
て
い

ま
す
が
、
市
が
策
定
し
て
い
る
「
滝
沢

市
ご
み
減
量
化
行
動
計
画
」
の
目
標
数

値
に
は
届
い
て
い
な
い
状
況
で
す
。

　
そ
の
た
め
市
で
は
、
ご
み
削
減
の
た

め
、
次
の
４
つ
の
取
り
組
み
を
推
進
し

ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
理
解
と
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

〇
生
ご
み
の
減
量

・
食
材
の
「
使
い
き
り
」
を
意
識

・
生
ご
み
の
水
切
り
を
し
っ
か
り
す
る

〇
可
燃
ご
み
の
再
資
源
化

・
集
団
資
源
回
収
の
取
り
組
み
促
進

・
容
器
包
装
廃
棄
物
の
店
頭
回
収
の
取

　
り
組
み
の
周
知

・
使
用
済
み
小
型
家
電
回
収
の
周
知

〇
４
Ｒ
運
動

・
必
要
の
な
い
も
の
は
買
わ
な
い
、
使

　
わ
な
い
、
も
ら
わ
な
い
。

・
ご
み
を
出
さ
な
い
。

・
再
使
用

・
再
資
源
化

〇
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
の
活
用
促
進

・
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進

●
ス
ー
パ
ー
の
店
頭
回
収
を
利
用
し
て

　
く
だ
さ
い

　
市
で
は
市
内
の
業
者
と
三
者
協
定
を

締
結
し
、
食
品
ト
レ
イ
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
な
ど
、
容
器
包
装
廃
棄
物
の
削
減
へ

向
け
た
ス
ー
パ
ー
の
店
頭
回
収
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
限
り
あ
る
資
源
を
大
切

に
す
る
た
め
、
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

市
内
の
店
頭
回
収
協
力
店
と
回
収

品
目
は
、
下
の
表
の
と
お
り
で
す
。

ళฮ໊ 発๐スνロʔル
ʢ৯ʣトϨイ

ಁ໌
容ث ύοΫࢴ ཛύοΫ ϖοト

Ϙトル ྨ؈ 使用ࡁみ
৯用༉ ࢴݹ

いわて生協
ベルフ牧野林

〇
つまようじが
刺さるもの

〇 〇 〇
透明なもの 〇

〇
アルミ
スチール

〇
植物性
のみ

〇

ビッグハウス
国分店
巣子店

〇
つまようじが
刺さるもの

〇
〇

牛乳紙
パック

〇
透明なもの 〇

〇
アルミ
スチール

マイヤ滝沢店 〇 〇
〇

牛乳紙
パック

〇
透明なもの 〇 〇

アルミ
〇
新聞
雑誌

土日ジャンボ市
〇

白トレイ
つまようじが
刺さるもの

〇 〇

▲家庭系ごみ１人１日当たり排出量（単位：ｇ）

▼店頭回収協力店の一覧
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ʙ̏月��日ʢ日ʣͱ̐月̎日ʢ日ʣࢢຽ՝の૭ޱΛྟ時に։ઃʙ

▶Ұຊ༣ศہでॅຽථのࣸしなどΛަ付
　申請できるのは、必要な証明書に記載
されている本人だけです。市民課や東部出
張所とは取りѻいが一部ҟなります。
意してください。
˔औりѻうূ໌書
①住民ථのࣸし（本人分かੈଳ全һ分）
② 住民ථ記載事߲証明書（本人分かੈଳ

全һ分。様式のࢦ定はできまͤΜ。）
③ҹؑొ証明書（本人分のみ）
੶の౽ঞ本（ঞ本の場合は本人分のみ）ށ④
ᶇ ށ੶のෟථ（本人分か記載されている全

һ分）
˔औѻ時間／午前９時～午後５時（平日）
˔問い合わせ／市民課（☎656－6512）

Ϛイナンόーカーυを持って
いる人はオンラインでも༧
・申請ができます☞

▶�ਫಓは使用։࢝・中止の૭ޱड͚付͚
ͱి༧のみ対Ԡ

　３月25日（土）、26日（日）の྆日、
上下水道の使用開࢝・中ࢭにؔする૭ޱ
受け付けと電話༧を受け付けます。当
日の開ખ࡞業は実施ͤͣ、３月27日（月）
以降に開ખします。
˔ड付時間／午前９時～午後４時半
˔問い合わせ／ 市上下水道お٬様センター

　　（☎908－2888）

へ֎ࢢ
స出する
場合

　స出日とస出先がܾまっている人は、転出前に手
続きができます。
にདྷる人の本人確認書類②స出すޱ／①૭ͪ࣋˔
る人の健康保険証やҩྍඅ受給者証など市からަ付
されているもの
　すでに転出した人は、郵ศでస出届け出をした後

「స出証明書」を郵送で受け取る͜とができます。
ຽ՝へ༣ૹするの／①市ＨＰからμウンローυࢢ˔
して記入した申請書②ฦ৴用෧③本人確認書類の
ࣸし（Ϛイナンόーカーυを持っている場合は手続き
がҟなります。い合わͤてください。）

内にࢢ
స入する
場合

　滝沢市に住み始めてから原則14日以内に手続き
をする必要があります。以前住Μでいた市区ொଜで
స出手続きをした後に手続きをします。
／①స出証明書かϚイナンόーカーυ②૭ͪ࣋˔
にདྷる人の本人確認書類③Ϛイナンόーカーυޱ

（持っている人）

内でࢢ
సډしͨ
場合

　転居後原則14日以内に手続きをする必要があります。
にདྷる人の本人確認書類②స居すޱ／①૭ͪ࣋˔
る人の健康保険証やҩྍඅ受給者証など市からަ付
されているもの③Ϛイナンόーカーυ（持っている人）

˔時間／午前９時～午後４時半　　
˔場所／市役所本ிࣷ
˔औѻۀ／①స入、స出などの届け出②住民ථのࣸしやށ੶
の౽ঞ本のަ付③ҹؑొとҹؑొ証明書のަ付④ށ੶届
の受ྖᶇ各種税証明書のަ付（一部をআく）ᶈϚイナンόーカー
υのަ付

　྆日、市民課の૭ޱをྟ時に開ઃし
ます。ただし、他の市区ொଜやؔػに
確認が必要な手続きや、健康保険・ࢱ・
ҩྍなど住所変更に伴うؔ࿈手続きは、
平日にվΊて市役所にདྷிする必要が
あります。

　年度末は૭ޱがࠞみ合い、ち時間がくなります。時間に༨༟を
持ってདྷてください。住所変更やށ੶の届け出、住民ථのࣸし、ށ੶
の౽ঞ本などの請ٻでは、本人確認をします。Ϛイナンόーカーυやӡ
స໔ڐ証など本人確認書類の提示をお願いします。

ʙ年度末市ॴ૭ޱがࠞࡶし·͢ʙ

˞্の表の手続きΛཧਓがする場合は、ҕঢ়がඞཁです。
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だより

３
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間
で
す

　
自
殺
対
策
基
本
法
で
は
、
月
別
自
殺
者
数
の
最
も
多
い
３
月
を
「
自

殺
対
策
強
化
月
間
」
と
定
め
「
誰
も
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
の
な

い
社
会
」
の
実
現
に
向
け
、
相
談
事
業
や
啓
発
活
動
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
市
で
も
相
談
事
業
や
啓
発
活
動
に
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
の
全
国
の
自
殺
死
亡
率

（
人
口
10
万
人
当
た
り
の
自
殺
死
亡
数

※
人
口
動
態
統
計
）
は
16・４（
図
１
）

で
、
11
年
ぶ
り
に
前
年
を
上
回
り
ま

し
た
。
同
様
に
、
岩
手
県
、
滝
沢
市

の
自
殺
死
亡
率
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

自
殺
に
至
る
原
因
や
動
機
は
、
複
数

の
要
因
が
絡
み
合
っ
て
お
り
、
自
殺

死
亡
率
の
増
加
の
背
景
に
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
な

ど
で
自
殺
の
要
因
と
な
り
得
る
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
が
悪
化
し
た
こ
と
な
ど

が
考
え
ら
れ
、
今
後
も
一
層
の
自
殺

対
策
が
必
要
で
す
。

●
自
殺
は
誰
も
が
起
こ
り
得
る
危
機

　
自
殺
は
、
そ
の
多
く
が
追
い
込
ま

れ
た
末
の
死
で
す
。
自
殺
は
誰
も
が

当
事
者
に
な
り
得
る
重
大
な
問
題
で

す
。
自
分
に
は
無
関
係
と
思
わ
ず
、

危
機
に
陥
っ
た
場
合
は
助
け
を
求
め

る
こ
と
が
重
要
で
す
。
適
切
な
支
援

や
サ
ポ
ー
ト
で
自
殺
を
防
ぐ
こ
と
も

で
き
る
た
め
、
周
囲
に
悩
み
を
抱
え

て
い
る
人
が
い
る
際
に
は
、
声
を
か

け
、
孤
独
・
孤
立
を
防
ぐ
こ
と
も
重

要
で
す
。

●�

一
人
一
人
が
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
に

な
ろ
う

　

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
と
は
「
門
番
」

と
い
う
意
味
で
、
自
殺
の
危
険
を

示
す
サ
イ
ン
に
気
付
き
、
声
を
か

け
、
話
を
聞
い
て
必
要
な
支
援
に
つ

な
げ
、
見
守
る
人
の
こ
と
で
す
。
資

格
は
不
要
で
、
誰
で
も
ゲ
ー
ト
キ
ー

パ
ー
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
周

り
で
悩
ん
で
い
る
人
が
い
た
ら
、
優

し
く
声
を
か
け
て
あ
げ
て
く
だ
さ

い
。
悩
ん
で
い
る
人
に
寄
り
添
い
、

話
を
丁
寧
に
聞
く
こ
と
は
、
大
き
な

心
の
支
え
に
な
り
ま
す
。

①気付く　Ո間のมԽにؾ付いてΛ͔͚る

②傾聴　ຊਓのͪ࣋ؾΛ
ଚॏし、ࣖΛ͚る

　傷付いた心が回復するには
時間がかかります。うつ病の
場合には再発するケースも多
く、一進一退を繰り返しなが
ら徐々に回復に向かっていき
ます。温かく寄り添いながら、
じっくり見守りましょう。

④見守る　Թ͔くدりఴ
いながΒͬ͡くり見कる

　これまで重ねてきた苦労を
ねぎらい、安心して話せる雰
囲気をつくりましょう。もし
「死にたい」と打ち明けられて
も相手の感情を否定せず、寄
り添う姿勢で耳を傾けましょ
う。本人を責めたり、安易に
励ましたり、相手の考えを否
定することは避けましょう。

　悩みや不安を抱え、苦しんでいる人は、誰にも相談でき
ずに孤立することで自殺へと傾いていきます。眠れない、
食欲がない、口数が少なくなったなどいつもと違う様子は
ありませんか。悩みを抱えているかもしれません。
　借金、死別体験、過重労働、配置転換、昇進、引っ越し、
出産など生活の変化は悩みの大きな要因となります。一見
他人には幸せそうに見えることも、本人にとっては大きな
悩みになる場合があります。

③つなぐ　ૣΊにઐ
Ոに૬ஊするようଅす

　問題解決には、専門家
の力も必要です。具体的
な相談機関があること
を伝え、適切な支援につ
なぐためのサポートを
しましょう。

Ո間のมԽにؾ付いてΛ͔͚る ʬ͔͚のྫʭ
・ 眠れている？（２週間以上続
く不眠はうつのサインかも）
・悩んでる？よかったら話して。
・ 何か力になれることはない？
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ΩϟϥΫλʔࡦ対ࡴࣗݝ手ؠ
ΞイあͪΌΜ

૬ஊ૭ޱ ड付時間
健康推進課

（☎656－ 6527）
月～金曜

午前８時半～午後５時
県央保健所

（☎629－ 6574）
月～金曜

午前９時～午後４時半
こころの相談電話
（☎622－ 6955）

月～金曜
午前９時～午後６時

盛岡いのちの電話
（☎ 654－ 7575）

月～土曜
正午～午後９時

日曜
正午～午後６時

※受付時間は、祝日・年末年始を除く場合があります。

▶ి૬ஊ

●
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
の
心
得

・
自
ら
相
手
と
関
わ
る
た
め
の
心

の
準
備
を
し
ま
し
ょ
う

・
温
か
み
の
あ
る
対
応
を
し
ま

し
ょ
う

・
真
剣
に
聞
い
て
い
る
と
い
う
姿

勢
を
相
手
に
伝
え
ま
し
ょ
う

・
相
手
の
話
を
否
定
せ
ず
、
し
っ

か
り
と
聴
き
ま
し
ょ
う

・
相
手
の
こ
れ
ま
で
の
苦
労
を
ね

ぎ
ら
い
ま
し
ょ
う

・
心
配
し
て
い
る
こ
と
を
伝
え
ま

し
ょ
う

・
わ
か
り
や
す
く
、
か
つ
ゆ
っ
く

り
と
話
を
し
ま
し
ょ
う

・
一
緒
に
考
え
る
こ
と
が
支
援
で
す

・
準
備
や
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
も
大
切

で
す

・
自
分
が
相
談
に
乗
っ
て
困
っ
た

と
き
の
つ
な
ぎ
先
（
相
談
窓
口
な

ど
）
を
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う

・
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
自
身
の
健
康

管
理
、
悩
み
相
談
も
大
切
で
す

参
考
：
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
手
帳

（
厚
生
労
働
省
）

ʲਤ̍ 　r�ࣗ ޱのਪҠʢਓࢮࡴ 1�ສਓ対ʣ

ग़యɿਓޱಈଶ౷ܭʢ)��ʙ 3�ʣ、ݝอ݈ࢱใʢ)��ʙ 3�ʣΑり

市のا業・ஂମの
�くりのհ（7PMͮ߁݈ ̔）

ɹ平成 30年７月１日の健康づくり宣言に伴い、
市内の健康づくりスモールチャレンジの取り組み
事例を紹介します。
　スモールチャレンジとは、簡単にできることか
ら始める取り組みのことです。始めて、続けて、
取り組みを増やしていくことが大切です。

●問い合わせ　健康推進課（☎ 656－ 6527）

　　　　　ʙʢ公財ʣࢢମҭڠձࣄہの݈ͮ߁くりのհʙ
　（公財）市体育協会事務局は、事務所内の事務椅子をバランスボールに変更する取り組みを実施しています。
この取り組みは、昨年９月に協会けんぽが実施する「いわて経営宣言」に参加した際にも、事業所として推
進するスモールチャレンジとして掲げており、希望者が継続して取り組んでいます。
　バランスボールを使用してからは「事務椅子を使用していた時よりも腰痛が改善した」「良い座り姿勢を
意識することにつながった」「内臓脂肪が落ちた」と効果を実感しています。
　バランスボールは、座るだけでインナーマッスルと呼ばれる体幹の深層部にある筋肉を鍛えることができ
るといわれており、基礎代謝の向上が期待できます。バランスボールを使用する際には、自分の体や使用目
的に合わせて適切なサイズ・商品を選び、使用方法を守って正しく安全に使用しましょう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　▶問い合わせ／健康推進課（☎ 656－ 6527）

◀
（
公
財
）
市
体
育
協
会
事
務
局
の
皆
さ
ん
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ɹ市ٞձがओ࠵する市ຽٞձが݄̍��、̏Ϳ
りに։͞࠵Εまͨ͠。ࠓはʮࢲがୌ市ٞձٞһ
になͬͨΒ lίίz にྗΛೖΕますʯΛςʔϚに、
市ऀۀࣄのදதֶ校の̥̩̖ձなど̒ਓが
ಐੜࣇՃ。ϑʔυϩε、ෆొ校ࢀ
ెのରԠなどΛऔり্͛、ٞձ͞なが
Βのൃ׆なٞが܁り͛ΒΕまͨ͠。
の༷ࢠは市ٞձの:PV5VCF͔Β‛

６年生を送る会を企画
子ども会リーダー養成研修会

活発な意見飛び交う
市議会が市民議会を開催

ɹ市ձがཱݝେֶ૯合ֶࡦ෦のΩϟϦΞσβΠϯतۀと連͠ܞ、ձһのܦ営ൃలのΞΠσΞΛ͑ߟるϏδωεϞσ
ϧのࡦఆがतۀで࣮͞ࢪΕ、݄̍��にֶ෦ੜにΑるൃදձが։͞࠵Εまͨ͠。-

㈭㇢ㇺ㉃

*(�(
ㇱ ㈭ ㉃ ㈙

SPVQがϞσϧとなり、άϧʔ
ϓ͝とにܦ営ଅਐのͨΊのΞΠσΞΛൃද。
ɹ-*(�(SPVQは、ӳձֶशक़Λܦ営するۀاであり、ࠓΧϑΣΛઃする༧ఆ。ֶੜͨͪは、ΧϑΣのϞʔχϯ
άの࣮ࢪ、ΩονϯΧʔでのൢച、ΧϑΣのεϖʔεでのϓϥωλϦϜ料ཧࣨڭなどのମݧϓϩάϥϜडߨにԠͨ͡
υϦϯΫのׂҾなどʑのΞΠσΞΛఏҊ͠まͨ͠。࠷༏लϏδωεϞσϧにً͍ͨのは、طଘのӳձࣨڭがΧϑΣと
༥合͠、ӳޠでจΛͨ͠り、ୌ࢈の৯ࡐΛ༻ͨ͠ϑʔυのఏڙΛする場にすると͍͏もの。
ɹಉࣾの

ㆯ㇌㇄ㆾ

。のͨΊਐΊ͍ͨʯと͠まͨ͠ݱδΣʔϜε͞んはʮどのΞΠσΞも৽͍͠ൃͩͬͨ。ൃදΛੜ͔࣮ͯ͠ࢁ

企業の発展のために
県大生がアイデアを提案

ɹ市ࢠどもձϦʔμʔཆݚ修ձが݄̍��、ࠃ
͜。Εまͨ͠͞࠵੨গަྲྀのՈで։ࢁखؠཱ Εは、
ΛֶͿもの͑ߏどもձϦʔμʔとͯ͠の基ૅ৺ࢠ
で、খֶ̐ʙ̑ੜ約��ਓがࢀՃ。ࢣߨの͍Θͯ
どものνʔϑϓϨϦʔμʔのࢠ

ㆪㆋ㆕ㆌ

㟒༝
㇆ ㆌ

んと͞ل
Ԭେֶのֶੜのօ͞んとのήʔϜަྲྀ、̒ੜΛ
ૹるձのاըϫʔΫγϣοϓで、ࢠどもձ׆ಈです
͙に࣮ફできる༰Λݚ修͠まͨ͠。
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調整中

ΞΠίϯ͕͋ΔࣄهɺରԠ͢Δ4/4Ͱ
Ճͷը૾ಈըΛָ͠Ή͜ͱ͕Ͱ͖·̇͢

͖̅ͨ͟Θ


調整中

ɹ市ձ੨෦ओ࠵の౾まきձが݄̎̏、ࢠ
อҭԂで։͞࠵Εまͨ͠。੨෦のࠤ

㆕ ㆕ ㆌ

ʑେ
ㆠㆂ㆙㆐

հ
͞んと෦һのଠ

ㆈ ㆈ ㆟

ాప
ㆦ ㆤ ㇄

͞んがَとなり、̌ʙ̑ࡀ
どもͨͪは準උ͍ͯͨ͠ʮなࢠ。のΫϥεΛ๚ࣇ
きΉ͓͠にʯなどのʮ৺のதのَʯのֆに͔ͯͬ
Ұੜ໋ݒ౾まき。ଠޑのԻとڞにَがݱΕると、ࢠ
どもͨͪはҰ目ࢄにಀ͛ग़͠まͨ͠が、༐ؾΛৼり
。する͜とができま࣏ͨ͠ୀࣄΛまき、無౾ͯͬߜ

園児たちが鬼を退治
巣子保育園で豆まき会

ɹ݄̎தには、まとまͬͨੵઇがありまͨ͠。օ༷
もআઇにେมな͍ࢥΛ͞Εͨ͜とと͍ࢥます。
ɹए͍ϒυのは、य़ઌに༹͚࢝Ίͨઇのॏ͞で
ંΕͯ͠まͬͨり、まͨはۂがͬͯ͠まͬͨりとݒ
೦する͜ともありますが、ѱ͍͜と͔りではあり
ません。࠷ʵ��ˆまでԼがるୌ市では、ౚ
にあͬͯがރΕるڪΕもありますが、ઇのதにຒ
もΕる͜とで̌ˆҎԼになΒͣに、ౚのϦεΫも
ݮできるのです。ઇもϒυにとͬͯはຯํとも
。るҰ໘がありますͶ͑ݴ

ࢁɹ໊ɿࢯ
㇄ㆾㆠ
ాɹ

ㆪㆈㆌ
ً

ग़ɿԬ市
ͨ͠ࣄのϫΠφϦʔで̔΄どϫΠϯৢにैݝլ࣎ɹྺɿܦ
ഓϫΠϯなどでϒυݝསࢁ、ΛҠ͠ڌにژ౦、ޙ
のࣝΛਂΊる。

地域おこし協力隊通信Vol.15
T

I

◀�

積
雪
し
た
　
　
　

ブ
ド
ウ
畑
の
様
子

市地域人材育成交流事業
「アマタースタディ４」開催中

ɹྩݩ͔Β࣮͍ͯ͠ࢪる市ҬਓࡐҭަྲྀۀࣄʮΞϚ
λʔελσΟʯはຊで̐目となりまͨ͠。
ɹʮਓྲྀޱग़ではな͘、༏लなਓࡐのഐग़ʯʮ࠷ઌڭҭの場Λ
ग़ʯΛίϯηϓτに掲͛、ۀا൛;る͞とೲ੫دۀا市
の がੈքにӋ͍ͨࡐʮҾ͘खΞϚλʯなਓ͠ܞと連ۀا5*
。தです࠵ができるΑ͏、ίʔεηϛφʔΛ։ࣄ͍ͯ͘
ɹۀࣄの࡞りํΛֶるηϛφʔ、খֶੜࢠでࢀ
ՃできるϓϩάϥϛϯάϩϘοτ࡞ίʔεはਃ͠
‛Ճ͍ͯͩ͘͠͞ࢀΈड͚͚தです。ͥͻࠐ

T

I

ɹຊۀࣄはۀا൛;る͞とೲ੫੍Λ௨ͯ͠、
ͨ͘͞んのدΛ͍͍ͯます。
・ʢגʣΤʔ・Ξʔϧ・γʔʢ౦ژ۠ʣ
・ʢגʣΦʔϓϯΞοϓάϧʔϓʢ౦ژ۠ߓʣ
・্ృۀʢגʣʢԬ市ࡾπׂʣ
・তӫݐઃʢגʣʢԬ市্ಊʣ
・γϯ・Τφδʔʢגʣʢਆށ市தԝ۠ʣ
・ʢגʣζοτϞʢ౦ژ৽॓۠ʣ
・ށʢגʣʢ౦ژߐ౦۠ʣ
・̨̩̞ʢגʣʢ౦ژ৽॓۠ʣ
・౦ژγεςϜζʢגʣʢ౦ژौ୩۠ʣ
・ʢגʣϦϰΝΠτʢେࡕ市தԝ۠ʣ
Իॱेޒ˞

˛෯͍がूまり、ֶんで͍ます ˛डߨੜのҙにࢣߨもԠ͑ます ˛डߨੜもࢣߨもؒとͯ͠าΈます
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まなびの杜

54

た

き

ざ

わ

ス
ク
ー
ル
ガ
イ
ド

学校教育

64

巣子にある岩手大学農学部りんご農園へ
見学に行きました。リンゴの栽培について
学んだあとに「シナノスイート」の収穫体
験をしました。豊かに実ったリンゴを手に
笑顔の子どもたち。市の特産物について学
びを深めました。

滝
沢
り
ん
ご
王
国

滝
沢
魅
力
学

１年と６年のきょうだい学級で鬼ごっご
やドッジボールなどをして楽しく遊びまし
た。６年生が遊びの内容を考え、１年生が
楽しめるよう工夫して一緒に楽しみました。
異学年交流で下級生への思いやりの気持ち
を深めました。

1体育館トイレを洋式化
市内小中学校の体育館トイレの洋式化工事を
実施しました。照明も自動点灯となり、感染症
予防につながります。授業の他、学校開放での
使用においても便利になりました。

滝
沢
第
二
小
学
校

学

校

行

事

「
き
ょ
う
だ
い
学
級
交
流
」

2校庭の遊具を更新
鵜飼小学校、滝沢小学校、滝沢第二小学校、
滝沢東小学校の校庭の老朽化した遊具を更新し
ました。ブランコや鉄棒などが新しくなり、安
全に遊べるようになりました。

3体育館照明をＬＥＤ化
滝沢南中学校の体育館照明を、水銀
灯からＬＥＤへ交換しました。とても明
るくなった上に、スイッチを押した瞬
間に点灯するようになったため、すぐ
に授業ができるようになりました。
消費電力が削減されるため、節電の
効果や、環境負荷の低減にもつながっ
ています。

鵜飼小ブランコ更新

滝沢中体育館のトイレ洋式化

滝沢南中体育館の照明LED化

学校施設改修レポート
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スポーツ

市スポーツ少年団員募集中
団　　名 おもな活動場所 活 動 日 対　　象 会　　費 問い合わせ

鵜飼
サッカークラブ 鵜飼小学校 毎週

水・金・土・日曜日 小学生 月会費　3千円
（1・2年生は千円）

吉谷地　687-3220
yoshi_h_156@yahoo.co.jp

滝沢柔道 東部体育館
毎週木曜日
　午後6時半～午後9時
毎週土曜日
　午前9時～

幼児～　
　高校生

前・後期　各3千円
別途スポーツ保険料

東部体育館　688-4872
藤村　090-2600-7934

滝沢ミニ
バスケットボール

滝沢第二小学校
滝沢東小学校

毎週火・木曜日
　午後5時～午後7時
毎週土・日曜日
　午後9時～正午

小学生 年会費　2万6千円 畠山　090-7930-7353

川前
（軟式野球）

滝沢東小学校
一本木小学校 毎週土・日・祝日 満6歳～　

　小学生

前・後期　各期9千円
※2年生以下　各期6千円
管理費（入団時）5千円
ユニフォーム代別途

岡山　090-7065-9254

巣子野球
（軟式野球） 滝沢第二小学校 毎週土・日曜日

　午前9時～正午
年長～　
　小学生

入会金　2千円
月会費　2千円
（兄弟は千円）

下上　080-5761-5834
osg-shimokami@
softbank.ne.jp

滝沢剣道 東部体育館
毎週火・金曜日
　午後7時～午後9時
毎週土曜日
　午後2時～午後5時

小学生～　
　中学生

前・後期　各3千円
別途スポーツ保険料

東部体育館　688-4872
菅原　090-4556-3329

滝沢なぎなた 滝沢総合公園体育館
滝沢南中学校

火・木曜日
　午後7時～午後9時 小学生

月会費　千円
※体験5回まで無料
別途スポーツ保険料

佐藤　684-1051

竹の子
（軟式野球） 滝沢小学校 毎週土・日曜日

祝日・振替休日 小学生
入会金　9千円
月会費　2,500円
別途スポーツ保険料

工藤　090-4044-0327
takenoko1987@gmail.com

一本木
バレーボール 一本木小学校

毎週火・木曜日
　午後5時～午後7時
毎週土曜日
　午前9時～正午

小学生
入会金　千円
月会費　2千円
別途スポーツ保険料

加登島　080-5574-8731

やまびこなぎなた
滝沢総合公園体育館
滝沢ニュータウン
　シビックセンター

毎週水・金曜日
　午後7時～午後8時半

小学生～　
　一般

入会金　千円
月会費　千円

西村　090-7522-4270
佐藤　080-1651-9904

滝沢南エコーズ
（サッカー）

滝沢総合公園体育館
滝沢南中学校

週2～ 3回
　午後7時～午後9時

滝南中生徒か
入学予定の　
小学5年生以上

年会費　7,400円 村松　080-1316-6270

滝沢剣道クラブ 滝沢中学校 毎週土曜日
　午後5時～午後7時

小学生～　
　高校生 月会費　500円

澤下　090-2793-1557
大沢　090-4635-7694
takiclubkenspo@gmail.com

滝沢JFCドリーム
（サッカー） 滝沢小学校 毎週

火・木・土・日曜日 小学生
年会費　5千円
月会費　3千円
（1・2年生および兄弟
2人目は1,500円）

佐々木　090-4621-5559

滝沢ドリーム
ライオンズ
（軟式野球）

小岩井運動場

木曜日　放課後
土日祝
　午前8時～午後1時
　午前8時～午前11時
　　（3年生以下）

小学生
入会金　5千円
月会費　2千円
※3年生以下は千円

佐々木　090-5832-6263

滝沢中央ミニ
バスケットボール 滝沢小学校

毎週月・水曜日
　午後5時～午後7時
毎週土曜日
　午後4時～午後7時
毎週日曜日
　午後3時～午後6時

小学生
月会費　千円
入団時ユニフォーム代
　1万5千円
別途登録料・保険料

takizawa_chuo_mbc@
yahoo.co.jp

少林寺拳法
滝沢 東部体育館 毎週土・日曜日

　午後6時～午後7時半
小学生～　
　中学生

入会金　3千円
年会費　4千円
月会費　2千円

小岩　090-2843-5825

空手道
尚武会滝沢

葉の木沢山
　活動センター

毎週月曜日
　午後5時～午後7時
毎週土曜日
　午後3時～午後5時

幼児～　　
　大人まで

入会金　2千円
月会費　2千円
その他諸費用

嶋脇　688-5690
土坂　090-5843-6253

入団希望者を募集中です。
希望者は、４月末日までに各団体へ直接申し込みください。
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文化芸術

図書館

˙問い合わせ　ބ
͜

ࢁ
ざΜ

ਤ書ؗ（☎687⼟2222）

のܗが付いた೪土のমき物です。ত和57年
に、滝沢ଜとしてॳΊて発۷ௐࠪされた౬स沢
ᶞҨ（ݱ在の「あすみஂ地」）で発見され
ました。ܗは、༮児のࠨを೪土൘にԡしつ
けたものでのܗのカーϒを丁ೡにݱ࠶してい
ます。೦ながらはܽけており発見されまͤ
Μでした。年は、一ॹに発見された土ثのܗ
や文様などから４千年前のೄ文時後半のも
のとߟえられています。

ܗの付いた೪土のমき物はւ道、੨ݝ、
ळాݝܗࢁ、ݝ、新ׁݝなどで発見されていま
す。滝沢で発見されたものはݝ内でただ一つの
発見ྫです。「おࡇり」や「おفり」のّ式を行
うとߟえられている場所から発見されました。

市指定有形文化財  足
あしがたつき

形付土
ど

版
ばん

シリーズ
市指定文化財の紹介

◆指定年月日　平成25年7月30日
◆所　有　者　滝沢市
◆所　在　地　滝沢市埋蔵文化財センター
 滝沢市湯舟沢327-13
 Tel　694-9001

ܗ付土൛は、༮児のาき࢝Ίのお祝い、ࡇ
りの道۩、子の成を願う護ූなどのઆがあり
ますが、全国的にも出土がۃΊてগなくوॏ
な資料です。

ミニシアター

※ 新型コロナウイルス感染症拡大状況などにより中止とな
る場合があります。

３月14日（火）・28日（火）図書館休館日

スϚーτフΥンや自宅のύ
ιコンから、ਤ書資料のିし
出し・༧ঢ়گを確認して、
ିし出し中のਤ書資料に༧
ができるサービスです。༧
していたਤ書資料が४備でき
ましたらメールで࿈བྷします。

༮児・小学生向けの16ミϦフイルムΞχメ
を上өします。入場無料ですが、電話か࡞
ਤ書ؗ૭ޱで事前に申し込みください。
˔日時　３月18日（土）午後２時～午後３時半
˔場所　滝沢;るさとަྲྀؗ
˔定員　20人（先着・事前申し込み必要）
˔申込期限　３月16日（木）午後４時まで
˔্ө࡞
　・Ֆいっͺいになあれ（12分）
　・うらしまたΖう（12分）
　・オόケちΌΜ（25分）

利用を開始するには、
初回のみ図書館での
手続きが必要です。
気軽に窓口にお声がけ
ください。

【おねがい】
・マスクの着用
・受付時の氏名、連絡先（電話番号）の記入
・体調不良の場合の参加見合わせ

図書資料 WEB予約 サービスの
ご 案 内

蔵書検索
トップページ

蔵書検索は
こちらから☞
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おいしいレシピ

ʲࡐ料ʢ̐ਓ分ʣr
ɹΠϯφʔ�̏ຊ、λϚωΪ���� �χϯδϯ、ݸ
��� ຊ、δϟΨΠϞʢϝʔΫΠϯʣ�̏ݸ、ϗʔϧ
ίʔϯ���H、ΦϦʔϒ༉�খ̍͞͡、നϫΠϯ�େ
̍͞͡、ᰒཻίϯιϝ�খ̍͞͡、ס૩όδϧ�খ
̍͞͡、Ԙ、ίγϣ�গʑ

ʲ࡞りํʳ
ᶃΠϯφʔは̍DN෯のྠり、λϚωΪはബΊ
のεϥΠε、χϯδϯはઍり、δϟΨΠϞは̑
NNఔのઍりにする。
ᶄϑϥΠύϯでΦϦʔϒ༉Λ͠、⁞のࡐ料とϗʔ
ϧίʔϯΛೖΕͯᖱΊる。શମに༉がճͬͨΒ、ന
ϫΠϯΛೖΕͯ;ͨΛ͠、தՐでৠ͠মきする。
ᶅδϟΨΠϞにՐが௨ͬͨΒ、ίϯιϝ、Ԙ、ίγϣ
、ס૩όδϧΛՃ͑ͯຯΛ͑。
˞ௐຯ料は͓ΈにΑりௐ͍ͯͩ͘͠͞。

【バジルポテト】

年ࡢ　 4 月から 1 年間にわたり、市学生応援プロジェΫτ「学
生とΩρΫ滝沢市」の取り組みの様子を介してきました。
　今年で 3 年目となった「学生Ξルόイτ」の取り組みは、
4/4 でのใ発৴や、本当に学生が経験したいインターンシッ
プの企画実施、タΩβϫコレカラカイΪの企画ӡ営など、学生
ならではのࢹ点を生かし、各業務で市へいいӨڹを༩えてくれ
ました。また、大学のߨ義に職һが参加しながら、市の取り組
みなどをよりۙに感͡てもらい、大学が立地するという市の
。がりをਂΊてきましたܨ、みを生かしڧ
　今年 4 月からは、市の組৫として新たに「ए者׆༂推進室」
がઃされる༧定であり、学生応援プロジェΫτを含Ίた取り
組みをさらに加速さͤていきます。取り組みは市 4/4 などで
ਵ時発৴していきますので、Ҿき続き目してください。

◇令和５年度も「キヅク」を加速させていきます。

△ Instagram △ Twitter △YouTube
★問い合わせ：企画政策課（☎ 656－ 6561）

▽企画政策課のSNSはこのQRコードから

ୌֶࢢੜԠԉϓロδΣΫトಛ集

△今後の取り組みにも注目ください。

は学校給食センター͔Βのհʂ݄ࠓ

給食センターでは、１日に
約 5200 人分の給食を作っ
ています。
毎日忙しく働いている調理
員さんの１日を紹介していま
す。

ϗʔϜϖʔδは
ͪ͜Β‛
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新型コロナウイルス感染症の影響により、イベントが中止になる
場合があります。詳しくは各問い合わせ先へ連絡してください。

受け付け終了
新型コロナ対応休業支
援金・給付金など

「衣類のお買い物パート
ナー」を実施

認知症カフェ「C
 ㈗ 

afé 
d

㈋

e たきざわ」を開催
小学生プログラミング
ワークショップを開催

　①新型コロナウイルス感染症対
応休業支援金・給付金と②緊急雇
用安定助成金は、３月末までの休
業分で受け付けが終了します。
▶問い合わせ
①コールセンター（☎0120-221-
276）※午前８時半～午後８時（平日）、
午前８時半～午後５時15分（土日祝）
②コールセンター（☎0120-603-
999）※午前９時～午後９時（土日祝含む）

　認知症の人やその介護者の「妻
の下着を買いに行きづらい」「同性
に見立ててもらって買い物を楽し
みたい」などの声を受け実施します。
▶主催／認知症サポーター「チーム
オレンジたきざわ」
▶日時／３月28日（火）午後１時
半～午後３時（受け付けは午後２
時半まで）
▶場所／ファッションセンターしま
むら（盛岡市みたけ３丁目２－48）
▶対象／認知症の人や家族など
▶申し込み・問い合わせ／当日参
加もできますが、３月17日（金）
までに市地域包括支援センター（☎
656-6523）へ申し込みください。
※買い物中の家族の付き添いは不要

　認知症の人やその家族、地域住
民など、誰でも気軽に立ち寄り、
認知症を知り、相談できる居場所
としてカフェを開催します。
▶主催／認知症サポーター「チーム
オレンジたきざわ」
▶日時／３月20日（月）
10時～正午（出入り自由）
▶場所／ビッグルーフ滝沢
▶参加費／ 100円
▶問い合わせ／市地域包括支援セ
ンター（☎656-6523）

▶共催／ C
コ ー ダ ー

oderD
ド ー ジ ョ ー

ojo 滝沢
▶日時／①3月25日（土）、②26
日（日）の各日午前10時～正午、
午後１時半～午後３時半
▶場所／市ＩＰＵ第２イノベーショ
ンセンター
▶内容／①「m

マ イ ク ロ

icro:b
ビット

it」を使って
プログラミング体験をしよう、②プ
ログラミングでポケモンを動かそう
▶対象／小学校３～６年生
▶定員／各回16人（先着順）
▶費用／無料
▶申し込み／市ＩＰＵイノベーショ
ンセンター HP から申し
込みください☞
▶問い合わせ
企業振興課（☎656－6536）

お知らせ

お知らせ 催　し 講　座

パブリックコメント実施
第３次滝沢市水道事業
ビジョン（案）
　市水道事業の今後の方向性を示す
計画案に対する意見を募集します。
▶募集期間／３月２日（木）～23日（木）
▶公表方法／水道総務課、東部出
張所、企画政策課に備え付ける他、
市ＨＰに掲載。
▶意見の提出方法／所定の様式
に①氏名②住所③電話番号④意
見を明記し、持参か郵送（〒020
－0692 滝沢市中鵜飼55番地）、
FAX（687 － 3131）、E メ ー ル

（ryoukin@city.takizawa.iwate.
jp）で提出。
▶問い合わせ
水道総務課（☎656－6609）

募　集
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 1 月

交通事故・犯罪発生状況（　）内は１月からの累計

○交通事故
　人身事故 １件（ １件）
　死　　者 ０人（ ０人）
　負　傷　者 １人（ １人）
○飲酒運転検挙者 １人（ 24 人）

火災・救急出動状況　（　）内は１月からの累計

○火　災
　建物火災 ０件（ ０件）
　建物以外の火災 １件（ １件）
○救　急
　出動回数 167 件（ 167 件）
　搬送人員 153 人（ 153 人）

人のうごき
令和５年１月 31 日現在
　　（　）内は先月比
　男   27173 人（　－ 25） 出生 29 人
　女   28065 人（　－ 10） 死亡 56 人
　計   55238 人（　－ 35） 転入 90 人
世帯数 24018世帯（　－ 16） 転出 97 人

飲酒運転検挙者は12 月31 日現在

掲載希望は、発行日の1カ月前までに依頼してください。
・�掲載の確約と採否の連絡はできません。掲載分は校正時に修正する場合があります。
・�掲載は無料ですが、営利目的など市の掲載基準に反するものは掲載できません。
※営利目的や確実な掲載を希望する場合は、広告枠（７千円）を利用してください。

令和４年度たきざわ
出産・子育て応援給付金

し尿などのくみ取り
料金の改定

市が差し押さえた
不動産の公売を実施

　妊娠時から出産・子育てまで一
貫した伴走型相談支援と経済的支
援を実施します。
▶内容／①出産応援給付金：５万円

（妊娠届出後）、②子育て応援給付金：
児童ひとりにつき５万円（出産後）
▶対象／令和４年４月１日以降に
妊娠届を提出した妊婦の人か出生
した子の養育者
※令和５年２月15日時点の対象
者には、順次案内と申請書類を郵
送しています。
▶問い合わせ
健康推進課（☎656－6527）

　市内のし尿・浄化槽汚泥のくみ
取り料金が変更となります。また、
基本料金制の導入により、１回の
くみ取り量が180ℓ未満の場合、
180ℓ相当の料金となります。
▼10ℓ当たりの税込料金
令和５年３月 31 日まで 67.1 円
令和５年４月１日から 90.2 円
令和６年４月１日から 112.2 円
▶問い合わせ／文化企業（株）（☎
659-3210）、（株）第一環境保全（☎
696-4500）、盛岡地区衛生処理組
合（☎688－5110）

▶日時／３月17日（金）午後２時
半～（受け付けは午後２時15分～）
▶場所／市役所２階202会議室
▶公売方法／入札
▶公売財産／土地建物（一括）

（所在地：大石渡、地目：宅地、種類：
工場等）
※事前に公売保証金の納付が必要。
※詳細は公売公告や市ＨＰを確認
してください。
▶問い合わせ
収納課（☎656－6573）

お知らせ

お知らせ

お知らせ

年度末の忙しい時期
国民年金の手続きを

お知らせ

▶退職などの異動に伴う加入手続き
　20歳以上60歳未満の人は、国
民年金への加入が法律で義務付け
られています。厚生年金の被保険
者が退職などで厚生年金の資格を
失ったときは、本人と扶養されて
いる配偶者の国民年金の資格取
得・変更手続きが必要です。手続
きをしないと、保険料の未納期間
となり、年金の受給額の減額や、
受給資格を得られなくなる場合が
あります。速やかな手続きをお願
いします。
▶追納の納付書の使用期限
　「追納制度」を利用して保険料
の納付を申し込み、３月31日（金）
が使用期限となっている納付書の
発行を受けている人は、期限内の
納付をお願いします。
　使用期限を過ぎると、保険料の
納付ができない期間が発生する場
合や保険料に加算額が増額される
場合があります。
▶問い合わせ
保険年金課（☎656－6531）
盛岡年金事務所（☎623－6211)
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菅
かんの
野 月

る か
花 ちゃん

R3.3.10 生　2歳
食べ物大好き！イヤイ
ヤ期真っ最中！おりこ
うに育ってね。

澤
さわ だ
田 紬

ゆ の
乃 ちゃん

R3.3.12 生　2歳
おしゃべり上手で表情
豊かな紬乃♡
大好きだよ♡

谷
や ち
地 恭

きょうすけ
丞 くん

R3.3.13 生　2歳
いっぱい食べて大きく
なってね！みんなの宝
物くんだよ（＾ _ ＾）

田
たむ ら
村 緋

ひよ り
和 ちゃん

R3.3.22 生　2歳
我が家の歌姫ひよちゃ
ん♡いっぱい歌ってみ
んなを笑顔にしてね♫

たきぴく！
たきざわ ＆ ピクチャー

元気な滝沢っ子を写真で
紹介します！

細
ほそかわ
川 瑛

え ま
愛 ちゃん

R3.3.31 生　2歳
2 歳おめでとう！大好
きなミニーちゃんに会
いに行こうね♥

沢
さわ だ
田 椛

いろは
 ちゃん

R2.3.6 生　3歳
いつも笑わせてくれ
て、お手伝いも沢山し
てくれてありがとう♡

●�
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
を
募
集

　
ス
ポ
ー
ツ
教
室
や
親
子
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
講
師
な
ど
、
イ
ベ

ン
ト
で
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
を
伝

え
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
行
政
を
つ

な
ぐ
推
進
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
人
数
／
若
干
名

▼
応
募
資
格
／
市
在
住
か
在
勤
し

て
い
る
満
18
歳
以
上
で
、
ス
ポ
ー

ツ
へ
の
関
心
と
理
解
が
あ
る
人
。

▼
任
期
／
委
嘱
の
日
〜
令
和
７
年

４
月
30
日
（
水
）

▼
報
酬
／
日
額
２
千
円
（
お
お
む

ね
２
時
間
程
度
の
活
動
）

▼
活
動
内
容
／
ス
ポ
ー
ツ
教
室
や

イ
ベ
ン
ト
講
師
・
企
画
な
ど 

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

３
月
31
日
（
金
）
ま
で
に
生

涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
（
☎

６
５
６・
６
５
８
８
）
へ
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

●�

３
月
１
日
（
水
）
〜
７
日
（
火
）

春
季
火
災
予
防
運
動
期
間

　
市
で
は
火
災
予
防
運
動
の
一
環

と
し
て
、
３
月
４
日（
土
）
午
前

10
時
か
ら
市
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

火
災
防
御
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

感
染
症
予
防
の
た
め
、
観
覧
席
な

ど
は
設
け
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ
／
滝
沢
消
防
署

（
☎
６
８
７・５
１
１
９
）

佐
さとう
藤 悠

ゆう き
生 くん

R3.3.9 生　2歳
ゆうき、大好きだよ。
これからもいっぱい一
緒に遊ぼうね。
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ご
と
う　

ら
な�

ち
ゃ
ん

今
月
の
赤
ち
ゃ
ん

「戸籍の窓」は、滝沢市役所に届け出され、　
掲載の依頼があった皆さんを掲載しています。

　 出　生
（自治会）　　　　（氏名）　　　　  　　　　（保護者）
大佂ೆ ౻ݪ　⁜子（žŠ） 
大佂ೆ ࢁ䡬　༔྄（Żřţş） ྄ี
ࣰ木 ിࢁ　Ղ（ŜūŶ） ༤थ
鵜飼ೆ ٴ　௴೫（ŧů） ஐ
鵜飼ೆ ٠　࠼ཬ（ŗŘž） 健࢘
鵜飼ೆ ࡾՏ　ກే（žŞŪ） ప
鵜飼Թઘ 後౻　ိѪ（Žū） ༏ଠ
滝沢̣̩ ڮߴ　ॣଠ（ŢŻƃŦ） ത文
室小࿏ ∁ڮ　ါཥ（Żřž） 一成
室小࿏ ౻ݹ　ື大（ťřŦ） ༤
室小࿏ 盛合　ྤ（ſŜ） 一ਅ
室小࿏ ٢ౡ　ึ߳（ŴůŜ） ढ़
平ګ ༡月（ŻŨƄŝ）　౻ࠤ ଜ中ԝݩ
ଜ中ԝ ଜ中　࡙ಹ（šū） 正広ݩ
ྛ中ԝ 大㟒　一ੈ（ŘŨŤŘ） ࢙ܟ
ྛ中ԝ ࠤ౻　ҡԻ（ŘŪ） Ү
ྛ中ԝ ∁木　৺݁（ŶŻ） ஐ行
ྛ中ԝ ాଜ　ླྀҡ（ſŘ） ᠳ
ྛ中ԝ 出Ӌ　༏৺（Żū） কଠ
法 ࣉ　Ѵ（ŗšű） 正
法ࣉ ాଜ　一ڿ（ŜţƄŗŝ） 明
法ࣉ 中㕢　ླྀป（ſŗ） ཽ
法ࣉ 東ࢁ　՚ಸ（Ŝū） 由和
助（źţş） ༔　౻ࡈ ଜݩ

（自治会）　　　　（氏名）　　　　  　　　　（年齢）
小ؠҪ 小82 ܄　ࣉ 歳
大佂ೆ 工౻　ӳ82 ࡾ 歳
大沢 ᴡ౻　かづ子 73 歳
大沢 ᴡ౻　ٱળ 75 歳
大沢 ԃ合　ൟ90 ࣏ 歳
鵜飼中ԝ ࠭子　ٱඒ子 67 歳
滝沢̣̩ ઘ　॔86 ߐ 歳
Ӛෑ ؔ　義೭ 84 歳
国分 পཬ　83 ࢜ܟ 歳
ଜ中ԝ ᚸ࡚　ྑ平 76ݩ 歳
ଜ中ԝ 渡ᬒ　あさ 104ݩ 歳
ྛ中ԝ 後౻ా　ඒ知子 58 歳
法ࡾ ࣉ上　τシΤ 96 歳
子 65ా　ؘݹ ଜ東ݩ 歳
ଜ ా中　উ行 54ݩ 歳
༄沢 平ᖒ　৴行 74 歳
子 上　ΩΫϭ 87 歳
子 ∁ت　ڮ 90 歳
ࠜ 大　正র 91 歳
ࠜ ௬ؘ　๛87 ࢤ 歳
前 立Ֆ　正 77 歳
前 ాଜ　πϭ 90 歳
ೆ一本木 ҏ東　দଠ 76 歳
いͣみ子 ླ木　タϚΤ 83 歳

　 死　亡

や
　
す
　
ら
　
か
　
に

す
　
こ
　
や
　
か
　
に

１月依頼分
（敬称略）
１月依頼分
（敬称略）

戸籍の窓戸籍の窓

遠
えんどう
藤 歩

あゆむ
 くん

R2.3.8 生　3歳
３歳おめでとう！
スクスク大きくなって
ね！

佐
さ さ き
々木 沙

さ お
緒 ちゃん

H28.3.16 生　7歳
妹好きな沙緒☆
7 歳おめでとう☆
二年生頑張ろうね☆

佐
さ さ き
々木 優

ゆう と
兎 くん

R2.3.18 生　3歳
元気いっぱい笑顔をあ
りがとう。優兎はみん
なの宝物だよ。

西
にしだて
舘 紬

つぐ み
未 ちゃん

R2.3.10 生　3歳
３歳の誕生日おめでと
う！いつもパパとママ
に笑顔をありがとう♡

た
き
ぴ
く
！
に
登
場
し
て
く
れ
る

元
気
な
滝
沢
っ
子
募
集
中
！

　
成
長
や
誕
生
日
の
記
念
に
、
お
子
さ
ん
の
明

る
く
元
気
な
写
真
を
広
報
紙
に
掲
載
し
ま
せ
ん

か
。
今
月
は
５
月
に
誕
生
日
を
迎
え
る
小
学
６

年
生
ま
で
の
お
子
さ
ん
の
写
真
を
募
集
し
ま
す
。

掲
載
を
希
望
す
る
場
合
は
、
H
P
で
詳
細
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。（
先
着
15
人
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
３
月
�1
日（
金
）
ま
で
に
、
企
画
政
策
課
情
報

発
信
担
当
（
☎
６
５
６・６
５
６
２
）

へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
☟
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ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
（
U
D
）
の
考
え
方
に

基
づ
き
、
よ
り
多
く
の
人
へ
適
切
に
情
報
を
伝

え
ら
れ
る
よ
う
配
慮
し
た
見
や
す
い
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
フ
ォ
ン
ト
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

ฤ
集
・
発
行
　
ا
ը

ࡦ
՝
　
ὸ
������������（

େ

ද
）

˟
���������滝

沢
市
த
ӏ
ࣂ
��
൪


IUUQT���X
X
X
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BUF�KQ�


ใ
た
͖
͟
わ

ຖ
１݄
日
ͱ
��
日（
͓

Β
ͤ
൛
）ൃ
ߦ
Ͱ
͢
ɻ

˙;るさと C. のࡐとなった「チϟ
グチϟグスイカ」は、市で׆༂する
業੨年組৫「たきざわグϦーンϫーΫ
ス」の取り組み。今年はおຍࠒに、ビ
ッグルーフ滝沢の産たきざわΩッチ
ンでಛઃコーナーをઃけൢ売する見込
みです。ͥひߪ入し、滝沢の 4D(T に
参加してみまͤΜか。（内・石Ҫ）

アイデアの化学反応

タキザワ イノベーション
チャレンジ 2022

ぷ ら す＋

タキザワ イノベーション
I

T

　
合
同
会
社
D
M
M
．
c
o
m
が

企
画
運
営
す
る
タ
キ
ザ
ワ
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
２

月
10
日
、
市
I
P
U
第
２
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
３
回
目
と
な
る
本

年
度
は
「
Sシ

ェ

ア

H
E
R
E 

T
ジH
E 

Iア

イ

デ

ア

ズ

D
E
A
S
〜
ア
イ
デ
ア
の
化

学
反
応
〜
」
が
テ
ー
マ
。
学
生
17

人
に
よ
る
計
６
チ
ー
ム
が
、
半
年

間
に
わ
た
っ
て
活
動
し
て
き
た

成
果
を
最
終
発
表
し
ま
し
た
。

　
こ
の
う
ち
「
え
ん
ぶ
ら
り
学
生

カ
フ
ェ
チ
ー
ム
」
と
し
て
、
学

生
と
地
域
の
人
が
交
流
で
き
る

カ
フ
ェ
を
実
践
し
た
県
立
大
盛

岡
短
期
大
学
部
１
年
の
佐さ

さ

き

々
木

里り

な菜
さ
ん
は
「
企
画
に
自
分
の
意

見
が
反
映
さ
れ
て
い
き
、
責
任
感

と
主
体
性
が
身
に
付
い
た
。
幅
広

い
年
齢
層
の
人
と
話
す
こ
と
も

で
き
、
視
野
が
広
が
っ
た
」
と
振

り
返
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
チ
ー
ム
の
県
立
大
盛

岡
短
期
大
学
部
１
年
の
菅す

が
わ
ら原
ゆ

か
さ
ん
は
「
大
学
生
の
ア
イ
デ
ア

が
生
か
さ
れ
る
瞬
間
が
と
て
も

良
い
経
験
だ
っ
た
。
今
後
も
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
自
分
た
ち
が
で

き
る
こ
と
を
探
し
て
活
動
し
て

い
き
た
い
」
と
意
気
込
み
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
地
域
人
材
育
成

の
一
環
と
し
て
、
令
和
２
年
度
か

ら
実
施
し
て
い
る
も
の
。
市
に
関

わ
り
の
あ
る
大
学
生
が
ア
イ
デ

ア
を
出
し
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
入
居
企
業
が
メ
ン
タ
ー

と
な
っ
て
参
画
し
、
ア
イ
デ
ア
の

実
現
を
目
指
す
取
り
組
み
で
す
。

˙;るさと C. のࡐとなった「チϟ
グチϟグスイカ」は、市で׆༂する

▶
チ
ャ
グ
チ
ャ
グ
ス
イ
カ
と
は


